
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

安心できる保育士の顔をじっと見つめたり、目を合わせたり、表情や仕草で

「ねぇねぇ」と話しかけたりする子ども達。「そうだね」「楽しいね」「びっく

りしたね」と、保育士が一人一人の思いに共感していくと、「お！」「あ～！」

「まんまんま」と、まるで「もっと話したい！」と言っているかのように、喃

語のおしゃべりも増えてきました。 

気持ちを受け止めてもらえる、分かってもらえたという経験を重ねる中で、

「人と関わるって楽しい」「自分の気持ちを伝えていいんだ」という安心感や

信頼感につながり、言葉やコミュニケーションの力が育っていきます。 

0歳児 もも組 
 

『おしゃべり、たのしいね。』 
 

保育士に目や表情、喃語で話し掛けています。 

先生どこいくの？ 

見て！見つけたよ。 


